
講師：下本節子氏 
 美容サロン「ＳＢプランニング」を経営。 

 エステも含め、メイク・色彩・表情筋・

ヨガ等 「心を元気にする美容」をモットー

に施設訪問やボランティア活動も行って

いらっしゃいます。そして、 

ビキニ被災船員ご家族として国賠訴訟の

運動を起こして活動されています。 
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6月4日（土）9時半から、 
高知生協病院で DANS 準備の会

（第 3弾）をやりました！ 

第13回中四国DANSテーマ

四万十診療所にも行き…

 
 四万十診療所にも行き… 

どうして国の責任を問う裁判の原告になったのか？ 
父が室戸のマグロ漁船第 7大丸に無線士で乗っていました。1954年 3月 1日アメリカ

がビキニマーシャル諸島で行った水爆実験に遭遇して被爆していました。しかし、父

は一言もその事をしゃべらなかったので、全然気づかなかったんです。 

【なぜ、父の被爆を知る事になったのか？】 

今から 30 年位前に山下正寿先生（太平洋核実験被災支援センター事務局長）達が室

戸で健康調査をしたときに、父が参加をしたと母から聞いていました。そして 14年前に

父が亡くなり（胆管癌）その2年後、「もうひとつのビキニ事件」という山下先生の本で第

7 大丸の被害の実態を知りました。その後、山下先生達の「関係者の方、ご連絡をくだ

さい。」という呼び掛けでお電話をし、深く知ることになりました。 

【「ビキニ事件は過去の事ではない」とスイッチが入ったのは】 

福島の原発事故が起こり、しきりと「ただちに影響はない」と報道されているのを見て

「ビキニ事件と同じだ！」と思いました。 

【船員保険労災・遺族年金の申請そして裁判へ】 

当時被爆した船は指定された港へ戻り、放射線量を調査され、被爆マグロは海へ捨

てられました。「その時の資料を出せ」と山下先生達は 30 年に渡って粘り強く請求して

きました。今回申請を決めたのは、「そういう資料はない」と隠し続けた政府への告発

だと考えたからです。 

【高知から運動を起こす責任・役割】 

ビキニ事件で被災した船はおよそ 1000隻。その 1/3が高知の船です。高知から行動

が起きることで、全国にいる被爆船員とそのご家族も立ち上がっていく事でしょう。 

そういう意味で、非常に注目されています。 

 

 

そして、死の灰はマグロ漁船操業

区域を中心に東西に大きく広が
り、世界規模で確認されました。 
 

「核の平和利用」という名のもとに 

原発導入、そして消されたビキニ事件 
日本国中に「核廃絶」の署名運動が盛り上がる中、ア

メリカと日本政府は、マスコミや政界の大物を使い「核

の平和利用」という名の大宣伝を行います。 

その中で、被災船への莫大な補償金はわずかな見舞

金でうやむやに解決されます。被ばくマグロの投棄も

放射線量を調査するのも、その年の 12月にプッツリ打

ち切られるのです。 

そして翌年 1955年に原発が日本に導入されます。 

アメリカにとっては、ウラン燃料の世界市場化 

  日本を核戦略の防衛線にする 

  原爆投下による世界からの批判を回避する目的 

日本政府と大手水産業界にとっては 
  これ以上騒ぎが大きくなると魚が売れなくなる。 

  原発導入を積極的に推進する目論見 

そんなに日本のバカバカしいほど明るい変化に、ビキニ

での被爆体験のある元船員は、寡黙に口を閉ざして 

30年が経過します。 

日本は原子力発電に関する大きな博覧会の開催 

や、オリンピック開催・高度経済成長へ 

暗い原水爆の被害の事は忘れ去られて「明るい未来」

へと意識的に向けられてしまった。 

⇒さらに 30年、粘り強く調査記録を山下先生は 

請求し続け、ついに一昨年、公開され 

政府はビキニ事件を認めた結果となっ

た。 

参加した看護学生たちの感想 

●ビキニ事件について本当の事を知ることが出来た。原発＝明るい未来というのは、このビキニ事件で 

の負の遺産について知らないから、放射能の恐ろしさを知らないからだと思った。決して明るい未来では 

なく、原発問題は日本人一人ひとりの課題であると思った。 

●幡多ゼミナールの活動がなかったらビキニ事件の事を知ることが出来なかった。うまい言葉で広めら 

れたら都合のいいことだけを信じてしまう事になる。真実を知る事が大事だと実感した。 

●精神的にも身体的にも、何十年も追い詰められていた人々がいる。情報操作され人間を全く重視し 

ない国や利益を優先される状況が繰り返されている。高知に生まれたものとしても、言えなかった思い 

を聞き伝えていく責任があると思う。 

●資料を 60年も隠していたり流さなければならない情報を提供しない政府は信用できないと思いました。 

被ばくを C型肝炎と判断し、治ってもいないのに帰らせるのもおかしいと思います。 

被ばくした事を言いたくても言えない、伝えられない恐怖は創造を超えるほど大きいものだと思います。自分が知ろうとしなければ何も情報は伝わってこない、 

●マスコミやネットが普及して、この手段を使うのは大切だと思うけれど、曖昧だし本当かどうかも分からない為、被爆者やご家族からお話しを聞く事が大切だなと思った。 

●これから医療従事者として働いていく私たちにとって、患者さまに正しい知識や情報を伝える事は看護師にとって大切な役割であり、今回の体験談が今後の自分の看護観に

つながっていくと思った。 

●言いたい事が言えないストレス、こちらから聞こうとする姿勢が大事。様々な事に対して興味を持ち聞くという事は大切！今後、臨床で活かしたい。 

心配してください！原発再稼働始まってますよ!? 

～見直そう 原発とみんなの命～ 
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http://www.jiji.com/jc/article?k=2016050900743&g=soc

